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最終慢性毒性値導出手順について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 最終慢性毒性値（魚介類）導出手順 

信頼できる慢性毒性値

が得られたか。 

種比（生物種による感受性の差） 

最終慢性毒性値（魚介類） 

最終慢性毒性値（魚介類）の導出 

（参考１０） 
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文献の信頼性等評価 

急性毒性値、慢性毒性値 

急性毒性値の整理 慢性毒性値の整理 

急性慢性毒性比 

・データベース等を利用して原著論文のデータも収集 

・成体と稚仔等のデータも収集 

手順１ 

文献の収集 

・試験方法、試験結果等について詳細に検討 

・エンドポイント、暴露期間等の要件チェック 
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図２ 最終慢性毒性値（餌生物）導出手順 

 

 

急性毒性値の整理 

分類群に区分して整理 

慢性毒性値の整理 

分類群に区分して整理 

最終慢性毒性値（餌生物） 

手順２ 最終慢性毒性値（餌生物）の導出 

最終慢性毒性値（魚介類）及び最終慢性毒性値（餌生物）を比較し、 

小さい方の値を当該水域の目標値とする。 

文献の収集 

文献の信頼性等評価 

急性毒性値、慢性毒性値 

・データベース等を利用して原著論文のデータも収集 

・成体と稚仔等のデータも収集 

属レベルの幾何平均値 属レベルの幾何平均値 

急性慢性毒性比 

手順３ 

信頼できる慢性毒性値 

が得られたか。 

・試験方法、試験結果等について詳細に検討 

・エンドポイント、暴露期間等の要件チェック 
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